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は じ め に 

 

 平成 28 年に策定された「富山県教育大綱」に即し、平成 29 年に策定した「新

富山県教育振興基本計画」において、本県教育の基本理念として、「ふるさと富

山に誇りと愛着を持ち、地域社会や全国、世界で活躍し、未来を切り拓く人材の

育成 ― 真の人間力を育む教育の推進 ―」が示されました。幼児児童生徒の教

育に直接携わる教員には、豊かな人間性、広い社会性、高い専門性と指導力等の

資質能力を身に付けるととともに、常に課題意識をもって積極的に研修に励み、

自己の資質能力を向上させることが不可欠です。 

平成 30 年２月には、「富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標」を策定

しました。この指標は、教員としての職責、経験、適性に応じて身に付けるべき資質

について、教員がキャリアステージに応じた資質向上を図る際の目安として、そし

て、さらに高度な段階を目指す手がかりとして策定したものです。指標に示された理

想とする具体的な教員像を参考として目標を決めるだけでなく、総合教育センター

で取り組んでいるように、研修の振り返りにおいても活用することで、研修による自

分の成長を、具体的な資質能力の高まりから実感することができると考えています。

指標を活用して一層自身が目指す教員像に向かって学び続けていただけたらと考え

ています。   

県教育委員会では、教員一人一人のキャリアステージに応じた多様な研修を実

施しているところであり、特に、教員の大量退職、大量採用により若手教員が増

加している現状において、教育理念や指導技術を継承していくため、継続的・計

画的な若手教員研修を導入しています。この研修は、３年間の継続した研修を通

して、教員としての自覚や使命感・倫理観を高めるとともに、実践的指導力や問

題解決力・対応力の向上を図ることをねらいとしており、教員としての資質能力

となるものです。 

「教員研修ハンドブック」は、日々の教育実践の中での疑問や悩みに対して手

がかりとなる具体的な指針や方向性を示すため、毎年刊行しています。本書を有

効に活用して研鑽を積まれ、幼児児童生徒や保護者の信頼に応えるよき教育者と

しての資質を磨いていかれることを期待しています。 

 

  令和２年３月 

富山県教育委員会    

小中学校課長   

県立学校課長   
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